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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第２区分
【発行日】平成26年2月13日(2014.2.13)

【公表番号】特表2013-514153(P2013-514153A)
【公表日】平成25年4月25日(2013.4.25)
【年通号数】公開・登録公報2013-020
【出願番号】特願2012-544755(P2012-544755)
【国際特許分類】
   Ａ６１Ｍ   5/20     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  45/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  39/395    (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  35/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  43/00     (2006.01)
   Ｃ０７Ｋ  16/24     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６１Ｍ   5/20    ＺＮＡ　
   Ａ６１Ｋ  45/00    　　　　
   Ａ６１Ｋ  39/395   　　　Ｎ
   Ａ６１Ｋ  39/395   　　　Ｄ
   Ａ６１Ｐ  35/00    　　　　
   Ａ６１Ｐ  43/00    １０５　
   Ｃ０７Ｋ  16/24    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成25年12月17日(2013.12.17)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　自動注射装置において使用される作動ボタンであって、
　自動注射装置のユーザによって自動注射装置の第１の端部に向かって押し込まれること
が可能であるよう、ユーザによって触れられるように構成された外側部分と、
　外側部分に接続され、自動注射装置のプランジャの分岐した端部に近接し、外側部分が
ユーザによって押し込まれるときにプランジャの分岐した端部に係合するように構成され
、６．０ｍｍ～６．７ｍｍの間の内径を有している内側リングと
　を備える作動ボタン。
【請求項２】
　外側部分が、自動注射装置の第２の端部から突き出している、請求項１に記載の作動ボ
タン。
【請求項３】
　外側部分が、自動注射装置の第２の端部のすべてまたは一部を覆う、請求項１に記載の
作動ボタン。
【請求項４】
　注射の遅配を引き起こす自動注射装置の発射ミスを回避する、請求項１に記載の作動ボ
タン。
【請求項５】
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　発射ミスによって引き起こされる注射の遅配の大きさが、３秒よりも大きい、請求項４
に記載の作動ボタン。
【請求項６】
　内側リングが、熱可塑性材料または熱硬化性材料で形成されている、請求項１に記載の
作動ボタン。
【請求項７】
　外側部分が、
　外側管状壁と、
　外側管状壁の終端へと接続され、外側管状壁の終端を覆うように広がっている平坦な外
壁と
　を備えており、
　平坦な外壁が、ユーザによって触れられるように構成されている、請求項１に記載の作
動ボタン。
【請求項８】
　内側リングが、円形の断面を有する管状壁を備えている、請求項１に記載の作動ボタン
。
【請求項９】
　内側リングが、内側リングがプランジャの分岐した端部に係合する際の内側リングの変
形を最小にするように構成された肉厚を有している、請求項１に記載の作動ボタン。
【請求項１０】
　内側リングの肉厚が、０．６ｍｍ～２．０ｍｍの間の範囲である、請求項９に記載の作
動ボタン。
【請求項１１】
　内側リングの肉厚が、０．８ｍｍ～２．０ｍｍの間の範囲である、請求項９に記載の作
動ボタン。
【請求項１２】
　内側リングの肉厚が、０．９ｍｍである、請求項９に記載の作動ボタン。
【請求項１３】
　プランジャの分岐した端部が、発射体の表面に着座し、内側リングがプランジャの分岐
した端部に係合することで、プランジャの分岐した端部が発射体の表面から外れる、請求
項１に記載の作動ボタン。
【請求項１４】
　プランジャの分岐した端部が発射体の表面から外れた後で、プランジャが、シリンジ内
にスライド可能に取り付けられた栓へと吐出力を伝え、吐出力によって栓が移動してシリ
ンジから１回分用量が吐き出される、請求項１３に記載の作動ボタン。
【請求項１５】
　自動注射装置が、１回分用量のＴＮＦα阻害剤を含む、請求項１に記載の作動ボタン。
【請求項１６】
　ＴＮＦα阻害剤が、ヒトＴＮＦα抗体またはその抗原結合部分である、請求項１５に記
載の作動ボタン。
【請求項１７】
　ヒトＴＮＦα抗体またはその抗原結合部分が、アダリムマブまたはゴリムマブである、
請求項１６に記載の作動ボタン。
【請求項１８】
　１回分の治療薬を送り出すように構成された近位端と、ユーザによって制御することが
できるように構成された遠位端とを有する自動注射装置であって、
　自動注射装置の遠位端に設けられ、
　内腔を有する中空管状部材と、
　中空管状部材の遠位部から内側へと延びている半径方向の表面とを備えている発射体と
、
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　長手方向に延びているプランジャアームと、半径方向に延びているプランジャ足とを有
しており、プランジャアームが発射体の中空管状部材の内腔を通って延び、プランジャ足
が発射体の半径方向の表面に着座するプランジャと、
　自動注射装置の遠位端に設けられた作動ボタンとを備えており、
　作動ボタンが、プランジャ足に近接して設けられた６．０ｍｍ～６．７ｍｍの間の内径
を有する内側リングを有しており、内側リングが、作動ボタンがユーザによって操作され
たときに、プランジャ足に接触してプランジャ足を発射体の半径方向の表面から解放し、
プランジャが発射体の中空管状部材の内腔を通って移動するように構成されている、自動
注射装置。
【請求項１９】
　ハウジングと、
　ハウジング内にスライド可能に取り付けられるシリンジと、
　シリンジ内にスライド可能に取り付けられ、１回分用量をシリンジの近位端に設けられ
た針を通って吐き出させるべく移動することができる栓とをさらに備えており、
　プランジャが、栓に接触して栓に吐出力を伝えるように構成されている、請求項１８に
記載の自動注射装置。
【請求項２０】
　解放時にプランジャを移動させるように働くことができる駆動用付勢部材をさらに備え
る、請求項１８に記載の自動注射装置。
【請求項２１】
　ハウジングとシリンジの遠位端との間に作用し、駆動用付勢部材が解放されるまでシリ
ンジをハウジング内に引っ込められた状態に保つ戻し付勢部材をさらに備える、請求項１
８に記載の自動注射装置。
【請求項２２】
　内側リングの内径が、６．４ｍｍである、請求項１８に記載の自動注射装置。
【請求項２３】
　内側リングの内径が、６．５ｍｍである、請求項１８に記載の自動注射装置。
【請求項２４】
　内側リングの内径が、６．６ｍｍである、請求項１８に記載の自動注射装置。
【請求項２５】
　内側リングの内径が、６．７ｍｍである、請求項１８に記載の自動注射装置。
【請求項２６】
　内側リングの長さが、６．７３ｍｍである、請求項１８に記載の自動注射装置。
【請求項２７】
　内側リングの長さが、６．７３ｍｍよりも大きい、請求項１８に記載の自動注射装置。
【請求項２８】
　内側リングの長さが、６．７５ｍｍである、請求項１８に記載の自動注射装置。
【請求項２９】
　内側リングの長さが、６．７３ｍｍ～６．８３ｍｍの間である、請求項１８に記載の自
動注射装置。
【請求項３０】
　内側リングの長さが、６．８０ｍｍである、請求項１８に記載の自動注射装置。
【請求項３１】
　内側リングの長さが、６．７３ｍｍ～６．８３ｍｍの範囲である、請求項１８に記載の
自動注射装置。
【請求項３２】
　内側リングが、熱可塑性材料または熱硬化性材料で形成されている、請求項１８に記載
の自動注射装置。
【請求項３３】
　作動ボタンが、
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　自動注射装置のユーザによって自動注射装置の近位端に向かって押し込まれることが可
能であるよう、ユーザによって触れられるように構成された外側部分をさらに備えている
、請求項１８に記載の自動注射装置。
【請求項３４】
　外側部分が、自動注射装置の遠位端から突き出している、請求項３３に記載の自動注射
装置。
【請求項３５】
　外側部分が、自動注射装置の遠位端のすべてまたは一部を覆う、請求項３３に記載の自
動注射装置。
【請求項３６】
　作動ボタンの外側部分が、
　外側管状壁と、
　外側管状壁の終端へと接続され、ユーザによって触れられるように構成されている端壁
とをさらに備える、請求項３３に記載の自動注射装置。
【請求項３７】
　内側リングが、円形の断面を有する管状壁を備えている、請求項１８に記載の自動注射
装置。
【請求項３８】
　内側リングが、熱可塑性材料または熱硬化性材料で形成されている、請求項１８に記載
の自動注射装置。
【請求項３９】
　内側リングが、内側リングがプランジャ足に係合する際の内側リングの変形を最小にす
るように構成された最小肉厚を有している、請求項１８に記載の自動注射装置。
【請求項４０】
　内側リングの最小肉厚が、０．６ｍｍ～２．０ｍｍの間の範囲である、請求項３９に記
載の自動注射装置。
【請求項４１】
　内側リングの最小肉厚が、０．８ｍｍ～２．０ｍｍの間の範囲である、請求項３９に記
載の自動注射装置。
【請求項４２】
　内側リングの最小肉厚が、０．９ｍｍである、請求項３９に記載の自動注射装置。
【請求項４３】
　作動ボタンが、注射の遅配を引き起こす自動注射装置の発射ミスを回避する、請求項１
８に記載の自動注射装置。
【請求項４４】
　発射ミスによって引き起こされる注射の遅配の大きさが、３秒よりも大きい、請求項４
３に記載の自動注射装置。
【請求項４５】
　１回分用量のＴＮＦα阻害剤をさらに含む、請求項１８に記載の自動注射装置。
【請求項４６】
　ＴＮＦα阻害剤が、ヒトＴＮＦα抗体またはその抗原結合部分である、請求項４５に記
載の自動注射装置。
【請求項４７】
　ヒトＴＮＦα抗体またはその抗原結合部分が、アダリムマブまたはゴリムマブである、
請求項４６に記載の自動注射装置。
【請求項４８】
　自動注射装置において使用される作動ボタンであって、
　自動注射装置のユーザによって自動注射装置の第１の端部に向かって押し込まれること
が可能であるよう、ユーザによって触れられるように構成された外側部分と、
　外側部分に接続され、自動注射装置のプランジャの分岐した端部に近接して設けられ、
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外側部分がユーザによって押し込まれるときにプランジャの分岐した端部に係合するよう
に構成され、プランジャの分岐した端部に係合する際の変形を少なくするように構成され
た最小肉厚を有している内側リングとを備えており、
　作動ボタンの変形が少なくなることで、注射の遅配を引き起こす自動注射装置の発射ミ
スが回避される作動ボタン。
【請求項４９】
　注射の遅配の大きさが、３秒よりも大きい、請求項４８に記載の作動ボタン。
【請求項５０】
　内側リングの最小肉厚が、０．６ｍｍ～２．０ｍｍの間の範囲である、請求項４８に記
載の作動ボタン。
【請求項５１】
　内側リングの最小肉厚が、０．８ｍｍ～２．０ｍｍの間の範囲である、請求項４８に記
載の作動ボタン。
【請求項５２】
　内側リングの最小肉厚が、０．９ｍｍである、請求項４８に記載の作動ボタン。
【請求項５３】
　内側リングの内径が、６．０ｍｍ～６．７ｍｍの範囲である、請求項４８に記載の作動
ボタン。
【請求項５４】
　プランジャが、長手方向に延びている第１および第２のプランジャアームを含み、各プ
ランジャアームが、半径方向に延びているプランジャ足で終端する、請求項１８に記載の
自動注射装置。
【請求項５５】
　第１のプランジャ足が、第１の円すい面および第２の円すい面を有し、かつ第２のプラ
ンジャ足が、第１の円すい面および第２の円すい面を有し、プランジャの第１の円すい面
が、第１のプランジャ足の第１の円すい面および第２のプランジャ足の第１の円すい面に
よって規定され、かつプランジャの第２の円すい面が、第１のプランジャ足の第２の円す
い面および第２のプランジャ足の第２の円すい面によって規定される、請求項５４に記載
の自動注射装置。
【請求項５６】
　第１のプランジャ足が、第３の円すい面をさらに含み、かつ第２のプランジャ足が、第
３の円すい面をさらに含み、プランジャが、第１のプランジャ足の第３の円すい面および
第２のプランジャ足の第３の円すい面によって規定される第３の接触面をさらに含む、請
求項５５に記載の自動注射装置。
【請求項５７】
　作動ボタンがユーザによって操作されたときに、内側リングのプランジャとの第１の接
触領域が第１の円すい面の遠位部にあるように、作動ボタンの内側リングが構成される、
請求項５５に記載の自動注射装置。
【請求項５８】
　作動ボタンが、ユーザによって操作されたときに、作動ボタンに向かって変位される、
請求項１８に記載の自動注射装置。
【請求項５９】
　発射体の半径方向の表面が、傾斜した表面である、請求項１８に記載の自動注射装置。
【請求項６０】
　作動ボタンの内側リングが、注射の間にプランジャ足の遠位部と最初に接触するように
構成される、請求項１８に記載の自動注射装置。
【請求項６１】
　作動ボタンの内側リングが、作動ボタンが発射体に対して第１の距離を超えて押し込ま
れた後、プランジャ足と最初に接触する、請求項１８に記載の自動注射装置。
【請求項６２】
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　プランジャが、長手方向に延びている第１および第２のプランジャアームを含み、各プ
ランジャアームが、半径方向に延びているプランジャ足で終端する、請求項１に記載の作
動ボタン。
【請求項６３】
　第１のプランジャ足が、第１の円すい面および第２の円すい面を有し、かつ第２のプラ
ンジャ足が、第１の円すい面および第２の円すい面を有し、プランジャの第１の円すい面
が、第１のプランジャ足の第１の円すい面および第２のプランジャ足の第１の円すい面に
よって規定され、かつプランジャの第２の円すい面が、第１のプランジャ足の第２の円す
い面および第２のプランジャ足の第２の円すい面によって規定される、請求項６２に記載
の作動ボタン。
【請求項６４】
　第１のプランジャ足が、第３の円すい面をさらに含み、かつ第２のプランジャ足が、第
３の円すい面をさらに含み、プランジャが、第１のプランジャ足の第３の円すい面および
第２のプランジャ足の第３の円すい面によって規定される第３の接触面をさらに含む、請
求項６３に記載の作動ボタン。
【請求項６５】
　作動ボタンがユーザによって操作されたときに、内側リングのプランジャとの第１の接
触領域が第１の円すい面の遠位部にあるように、作動ボタンの内側リングが構成される、
請求項６３に記載の作動ボタン。
【請求項６６】
　作動ボタンが、ユーザによって操作されたときに、プランジャに向かって変位される、
請求項１に記載の作動ボタン。
【請求項６７】
　発射体の半径方向の表面が、傾斜した表面である、請求項１に記載の作動ボタン。
【請求項６８】
　作動ボタンの内側リングが、注射の間にプランジャ足の遠位部と最初に接触するように
構成される、請求項１に記載の作動ボタン。
【請求項６９】
　作動ボタンの内側リングが、作動ボタンが発射体に対して第１の距離を超えて押し込ま
れた後、プランジャ足と最初に接触する、請求項１に記載の作動ボタン。
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